令和元年度「市の木・市の花・市の鳥」絵画作品審査講評

今年度も多くの作品が応募されました。どの作品も作者それぞれの視点でポプラ・ケヤキ・桜・ヨシキリ・ウグイスを画面いっぱいに生き生きと描いた力作ぞろいでした。
小学校低学年（１～３年生）の部では，貼り絵や点描を使い微妙な色の変化を生かして，桜の木や花びらなどを表現している作品が多く見られました。最優秀賞作品は，クレヨンの筆圧を変えたり，色を重ねたりして表現し，満開の桜の下で友達や虫たちと楽しく遊んでいる様子が生き生きと伝わってきました。
小学校高学年（４～６年生）の部では，鳥や花，木をよく観察した写実的な作品や水彩絵の具の様々な技法を取り入れた色彩豊かな作品が多く見られました。また，川に反射する風景や木を見上げた視点を描くなど構図の工夫がある作品もありました。最優秀作品では，アクリル絵の具を用いて，満開の桜の木の重厚さや力強さを表現していました。
中学校の部（７～９年生）では，作者目線から見た景色に思いを込めて描かれた作品が多く見られました。同じ木の葉や花びらの中でも手前と奥とで表現方法を変えたり，一枚一枚の光と影を追う等して，自分がどのように感じ取ったのかが伝わるような熱意ある作品ばかりでした。その中でも最優秀の作品は，主となるモチーフを目立たせる画面構成や，絵肌の表現等９年間の中で培った技法を盛り込んだ集大成といえるような作品でした。
来年度もまた，子供達の熱い思いに溢れた多くの作品に出会えることを楽しみにしています。
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